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熊本市で開催された「被災自治体で働く女性の集い」

社
民
党 

又
市
党
首・参
院
選
へ
の
結
束
訴
え
る

確
信
持
っ
て
政
治
転
換
に
向
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全
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を
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岩　　　手　　　県　　　職　　　労第1524号（昭和34年４月１日第三種郵便物認可） 2019年1月15日（２）
　

１
月
５
日
、
社
民
党
県
連
合

と
平
和
環
境
県
セ
ン
タ
ー
は
、

「
安
倍
改
憲
NO
！
県
民
総
決
起

集
会
」
を
盛
岡
市
で
開
催
。
各

労
組
等
か
ら
４
０
０
人
が
結
集

し
た
（
う
ち
県
職
労
15
人
）
。

主
催
者
と
し
て
、
社
民
党
県
連

合
・
小
西
代
表
（
県
議
）
か
ら
、

　

12
月
26
日
（
水
）
、
議
会
棟

第
２
会
議
室
を
会
場
に
、
第
２

回
職
員
安
全
衛
生
管
理
委
員
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　

委
員
会
で
は
、
本
年
度
の
健

康
管
理
の
取
組
み
の
中
間
報
告

と
各
支
部
の
職
員
衛
生
委
員
会

《
安
倍
政
権
の
政
策
矛
盾
》

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
貧
困
と
格

差
が
拡
大
し
、
国
民
は
二
極
化

し
た
。
さ
ら
に
非
正
規
の
増
大
、

過
労
死
・
過
重
労
働
も
後
を
絶

た
な
い
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
６
割
を
占

め
る
個
人
消
費
の
増
の
た
め
に

は
大
幅
賃
上
げ
・
最
低
賃
金
引

上
げ
・
社
会
保
障
制

度
の
充
実
こ
そ
が
不

可
欠
だ
。
ま
さ
に
安

倍
政
権
の
経
済
政
策

は
失
敗
で
あ
り
、
実

質
可
処
分
所
得
の
増

大
に
よ
る
生
活
改
善

の
政
策
に
転
換
す
べ

き
。

　

本
年
10
月
に
消
費
増
税
が
予

定
さ
れ
て
い
る
が
、
断
固
反
対

だ
。
消
費
税
は
社
会
保
障
の
拡

充
に
充
て
る
と
い
う
目
的
で
あ

っ
た
が
、
所
得
税
・
法
人
税
の

引
き
下
げ
分
を
消
費
税
で
穴
埋

め
し
て
き
た
。
ま
さ
に
国
民
に

対
す
る
詐
欺
行
為
で
あ
る
。
財

源
は
、
所
得
税
等
の
累
進
増
税
、

金
融
証
券
課
税
、
法
人
税
引
き

上
げ
な
ど
で
確
保
で
き
る
。
防

衛
費
増
は
論
外
だ
。

　

安
倍
政
権
の
成
長
戦
略
と
し

て
、
原
発
の
海
外
輸
出
・
再
稼

働
を
進
め
る
が
、
使
用
済
核
燃

料
の
最
終
処
分
の
目
処
も
立
っ

て
い
な
い
。
地
震
大
国
日
本
で

数
万
年
も
安
全
に
処
分
で
き
る

は
ず
が
な
い
。
「
核
と
人
類
は

共
存
で
き
な
い
」
こ
と
は
世
界

常
識
と
な
っ
て
い
る
。
安
倍
政

権
の
姿
勢
は
後
世
に
危
険
を
放

置
す
る
問
題
あ
る
姿
勢
だ
。

《
改
憲
の
問
題
点
》

　

安
倍
首
相
は
自
衛
隊
を
憲
法

９
条
に
明
記
し
て
も
何
も
変
わ

ら
な
い
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、

こ
れ
に
よ
り
違
憲
で
あ
る
戦
争

法
を
合
憲
に
し
、
国
民
を
騙
し

て
海
外
に
出
て
戦
争
で
き
る
自

衛
隊
を
憲
法
に
書
き
込
む
も
の
。

「
先
の
臨
時
国
会
で
も
入
管
法

等
を
巡
り
矛
盾
が
露
呈
し
た
が

安
倍
政
権
は
強
行
採
決
を
す
る

暴
挙
に
出
た
。
憲
法
に
自
衛
隊

を
明
記
し
、
戦
争
す
る
国
づ
く

り
と
す
る
改
憲
が
目
論
ま
れ
る

中
、
改
憲
阻
止
・
政
治
を
取
り

戻
す
た
め
に
も
参
議
院
・
統
一

自
治
体
選
挙
で
勝
利
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
政
治
学
習
を
重

ね
、
力
量
を
高
め
、
来
る
選
挙

戦
で
勝
利
を
」
と
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、「
９
条
改
憲
阻
止
・

安
倍
政
権
打
倒
に
向
け
て
」
と

題
し
、
社
民
党
又
市
征
治
党
首

が
講
演
。
安
倍
政
権
を
打
倒
し
、

立
憲
主
義
に
基
づ
く
政
治
を
取

り
戻
す
べ
く
、
労
働
組
合
を
含

め
、
社
会
民
主
主
義
の
価
値
の

実
現
に
向
け
た
年
で
あ
る
と
し
、

９
条
改
憲
阻
止
に
向
け
参
議
院

選
挙
等
で
の
結
束
を
訴
え
た

（
詳
細
は
左
記
事
に
掲
載
）
。

　

そ
の
後
、
躍
進
旗
開
き
を
開

催
。
達
増
県
知
事
、
木
戸
口
英

司
参
議
院
議
員
が
駆
け
付
け
、

運
動
へ
の
激
励
を
受
け
た
。

に
お
け
る
安
全
点
検
実
施
状
況

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

定
期
健
康
診
断
は
、
健
康
事
後

措
置
不
要
Ｄ
３
者
が
６
６
５
人

（
前
年
７
０
７
人
・
42
人
減
）
、

事
後
措
置
者
Ｂ
・
Ｃ
判
定
者
が

２
，５
１
７
人
（
前
年
２
，４
４

中
央
保
健
所
分
会
　
高
橋 

真
由
美

被
災
自
治
体
で
働
く
女
性
の
集
い
に
参
加
し
て

岩
手
県
・
宮
城
県
・
福
島
県
・
熊
本
県

各支部“旗開き”

19春闘勝利
組織拡大へ全力！
政治決戦勝利へ決意固め合う

第
２
回
職
員
安
全
衛
生
管
理
委
員
会

「
精
神
疾
患
」
若
年
層
・
本
庁
な
ど
で
増
加
傾
向

部
局
ご
と
の
「
高
ス
ト
レ
ス
者
対
策
」
も
求
め
る

４
人
・
63
人
増
）
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

　

精
神
疾
患
に
よ
る
療
養
状
況

は
、
２
０
１
８
年
11
月
末
現
在

で
療
養
総
人
員
55
人
（
前
年
42

人
・
13
人
増
）
、
療
養
総
日
数

５
，
５
３
７
日
（
前
年
４
，
１

８
８
日
・
１
，
３
４
９
日
増
）

で
あ
っ
た
。

　

県
職
労
か
ら
、
精
神
疾
患
が

増
加
傾
向
に
あ
り
、
特
に
若
年

層
・
女
性
・
本
庁
地
区
が
増
加

と
な
っ
て
お
り
、
職
場
復
帰
の

具
体
的
な
取
り
組
み
等
求
め
た
。

　

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、

高
ス
ト
レ
ス
者
２
８
６
人
（
前

年
２
９
２
人
・
６
人
減
）
と
前

年
度
と
ほ
ぼ
横
ば
い
、
地
区
別

で
は
釜
石
・
県
央
・
本
庁
地
区

の
順
で
高
い
と
報
告
。
依
然
と

し
て
高
ス
ト
レ
ス
対
策
は
必
要

で
あ
り
、
県
職
労
は
、
部
局
毎

で
も
高
ス
ト
レ
ス
の
割
合
に
偏

り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
課
題
を
検
証
し
対
策
を
行

う
よ
う
求
め
た
。

　

エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て
運
動

　

県
職
労
の
旗
開
き
が
１
月
８

日
（
火
）
の
一
関
支
部
を
皮
切

り
に
、
９
日
北
上
支
部
、
10
日

県
庁
・
盛
岡
支
部
合
同
開
催
と

行
わ
れ
、
19
春
闘
勝
利
、
組
織

拡
大
、
政
治
決
戦
勝
利
に
向
け

た
決
意
を
固
め
合
っ
た
。

　

県
庁
・
盛
岡
支
部
合
同
旗
開

き
で
は
、
小
西
和
子
県
議
や
中

村
と
お
る
盛
岡
市
議
、
一
関
支

部
で
は
千
葉
進
県
議
と
千
葉
信

吉
一
関
市
議
、
北
上
支
部
は
及

川
巧
和
賀
郡
労
セ
ン
タ
ー
議
長

な
ど
来
賓
が
駆
け
つ
け
、
運
動

の
躍
進
に
向
け
県
職
労
へ
の
激

励
と
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

よ
り
良
い
職
場
環
境
の
実
現

は
、
一
人
ひ
と
り
が
声
を
出
し

築
く
も
の
。
県
職
労
は
、
働
き

や
す
い
職
場
を
め
ざ
す
た
め
、

組
織
を
強
化
し
、
２
０
１
９
春

闘
勝
利
に
向
け
全
力
で
取
り
組
む
。　

12
月
１
日
〜
２
日
、
「
被
災

自
治
体
で
働
く
女
性
の
集
い
」

が
熊
本
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

初
日
は
、
東
北
３
県
と
熊
本

県
か
ら
復
興
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、

分
散
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

二
日
目
に
は
、
熊
本
地
震
被
災

職
員
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
健
康
調

査
結
果
報
告
と
、
精
神
科
医
の

香
山
リ
カ
さ
ん
の
講
演
を
聞
き

ま
し
た
。

　

こ
の
集
い
に
参
加
し
、
被
災

地
の
職
員
は
心
の
不
調
と
な
り

や
す
い
環
境
下
で
勤
務
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
時

間
外
勤
務
の
ル
ー
ル
を
設
定
す

る
こ
と
、
休
み
や
す
い
職
場
体

制
を
組
織
で
作
る
こ
と
、
平
常

時
か
ら
相
談
し
や
す
い
職
場
づ

く
り
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

に
取
り
組
む
こ
と
が
、
災
害
時

の
ス
ト
レ
ス
に
打
ち
勝
つ
た
め

の
対
策
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

『
亥
年
選
挙
』
勝
利
で
政
治
を
取
り
戻
そ
う

県
民
総
決
起
集
会
・
平
和
環
境
県
セ
ン
タ
ー
旗
開
き

こ
れ
で
は
軍
事
の
理
論
が
優
先

さ
れ
、
平
和
主
義
を
捻
じ
曲
げ

る
も
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
壊
憲

で
あ
る
。
大
衆
運
動
と
し
て
９

条
改
憲
NO
の
国
民
世
論
を
作
る

こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
諸
権
利

を
活
か
す
こ
と
こ
そ
が
求
め
ら

れ
る
。
今
変
え
る
べ
き
は
、
９

条
で
は
な
く
、
憲
法
を
守
ら
な

い
政
治
で
あ
る
。

《
参
院
選
等
に
向
け
て
》

　

野
党
は
大
同
団
結
す
べ
き
。

社
民
党
は
そ
の
鎹
と
な
る
。
労

組
は
社
会
民
主
主
義
の
価
値
の

実
現
に
向
け
闘
お
う
。
自
信
を

持
ち
、
勝
利
に
向
け
結
束
を
。

施
設
の
無
料
開
放
で
利
用
者
は

11
月
末
現
在
で
延
べ
４
３
８
人

（
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ル
ー
ム
１
７

７
人
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

２
６
１
人
）
で
あ
り
、
体
を
動

か
す
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
加
え
、

利
用
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
は
か
れ
る
と
い
っ
た

二
次
的
効
果
も
報
告
さ
れ
た
。

　

安
全
点
検
実
施
状
況
が
示
さ

れ
（
表
中
）
、
県
職
労
と
し
て

対
策
の
予
算
化
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
職
場
の
適
正
な
湿
度

管
理
対
策
に
加
湿
器
の
設
置
検

討
の
状
況
を
質
し
た
と
こ
ろ
、

検
討
状
況
が
示
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
冬
季
で
の
健
康
管

理
の
観
点
か
ら
早
期
の
検
討
を

求
め
た
。

　

保
健
福
祉
部
健
康
国
保
課
か

ら
、
２
０
２
０
年
４
月
の
受
動

喫
煙
防
止
法
全
面
施
行
の
対
応

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
県
職

労
か
ら
喫
煙
す
る
職
員
の
配
慮

が
不
十
分
と
な
る
懸
念
あ
る
と

発
言
し
、
喫
煙
者
に
配
慮
し
た

検
討
を
求
め
た
。

主な指摘事項、特記事項等

※年次計画で所属を分けて実施
通路の確保、落下防止措置
落下防止措置
整理整頓
落下防止措置、通路の確保

落下防止措置、整理整頓、設備の破損
通路の確保、落下防止措置、整理整頓
通路の確保、落下防止措置、整理整頓、
不要物品処分

落下防止措置、整理整頓、設備の破損

落下防止措置、整理整頓
落下防止措置、設備の破損
落下防止措置

落下防止措置

通路の確保、落下防止措置、整理整頓
落下防止措置、整理整頓
通路の確保、落下防止措置、キャビネット転倒防止措置、設備
の破損
※年次計画で所属を分けて実施
整理整頓、転倒防止措置、不要物品処分
整理整頓、不要物品処分、設備の破損

実施回数
／年

１回　※

２回
１回
１回
１回
２回
１回

１回

１回
１回
１回
１回
１回
１回
１回
２回
１回
１回
１回

１回

１回　※

１回

実施時期

９月

７、１２月
７月
９月
１月

５、10月
１１月

９月

１月
７月
１２月
１１月
１１月
８月
９月

１０月、１月
１月
１１月
７月

９月

１１月

１０月

事業場（衛生委員
会所管）

本庁

盛岡地区合同庁舎
花巻地区合同庁舎
遠野地区合同庁舎
北上地区合同庁舎
奥州地区合同庁舎
江刺分庁舎

一関地区合同庁舎

千厩分庁舎
大船渡地区合同庁舎
釜石地区合同庁舎
宮古地区合同庁舎
岩泉地区合同庁舎
久慈地区合同庁舎
二戸地区合同庁舎
環境保健研究センター
農業大学校
水産技術センター
産業技術短期大学校

福祉総合相談センター

農業研究センター

畜産研究所

2018年度　各衛生委員会の安全点検実施状況

▲講演する又市征治党首

▲安倍政権NO！県民総決起集会

▲旗開きで「政治の転換」を訴える野中センター議長

▲和やかな雰囲気の県庁・盛岡支部合同旗開き

▲支部長とのじゃんけん大会で商品をゲット？/北上支部旗開きの様子

▲2019春闘勝利へ団結ガンバロ－！／一関支部旗開き


